	2008.6.9の映像表現論へのご質問におこたえして


1.『東京ジョー』の合成はどうやってるのですか？あぁいう（合成で作る）映画はたくさんあるのですか？

　当時のあの種の合成技術とは、リアスクリーン・プロセスといわれ、スクリーンの後ろから景色を映写して、その前を歩く俳優を背景のスクリーンと一緒に撮るというもので、割合単純な手法で画面合成をおこなっていました。白黒なら、じゅうぶん、それらしく見えますね。スター俳優を現地ロケに連れて行くより簡単なので、あのような合成が多数の作品で割と一般的に用いられました。『駅馬車』で多用されていたのにも気がついたことでしょう。最近は合成技術も発達してより巧妙になり、SMAPの草薙剛君主演『山のあなた-徳市の恋』では多くの合成カットが効果的に使われています。
2.『ベンハー』で、戦車に轢かれる人は人形ですか？スタントマンですか？人形にすり替えているようには見えなかったですが？スタントしたり、走ったりする馬の演技はどうやってつけたのですか？

　　人形を使ったカットもあったでしょうが、ほとんどは本物の人間（スタントマン）が実際に轢かれているようです。あのシーンで一番激しい「轢かれる」場面は、往年の名スタントマン、ヤキマ・カナット（駅馬車）さんの息子が演じたそうで、実際の撮影で“あごを切る怪我”をしたが、“翌日には現場にもどってきた”そうです（ジョン・ブロスナン著『SFX映画物語』フィルムアート社1990年刊）。できあがった映画で見ると、よくそんな程度のケガですんだものだと感心しますが、実際の撮影の際には、安全対策をきちんとしたうえで撮影し、メーキャップでひどいケガのように見せているだけ、ということらしいです。命知らずのスタントマンと、映像の魔術との名コラボレーションというところでしょうか。馬は、それなりに調教して、それらしい場面を編集でつなげば、名演技をするものです。リメイクされた『ベンハー』では、足をくじいた馬は一頭もいなかったとされています（同上書）。

3.マーティン・スコセッシ監督が、月に星条旗を立てるシーンを作ったといわれているのは本当ですか？

　アポロは本当に月には行っていない、あれはトリック撮影だとする説は、昔からありますが、それを作ったのがマーティン・スコセッシだったという話ははじめて聞きました。いずれせよ、それらの話は“ヨタ話”だと思います。

4.『俺たちに明日はない』のラストシーンの蜂の巣になる場面は、あの頃のアメリカでは普通にあったことなのですか？

　あの映画のモデルとなったのは、1930年代に実在した銀行強盗ペア、クライド・バーローとボニー・バーカーで、実際に87発の弾丸を浴びて射殺されたといわれ、この映画のなかでも正確に87発にしているらしいのですが、その話の真贋のほどは、私は知りません。当時、弾丸を無数に浴びせて射殺することは、珍しいことではなかったようです。
5.『イージー・ライダー』のあの墓地でラリっているシーンは本当の墓地で撮ったのですか？あの頃は、フリーターのことをヒッピーと呼んでいたのですか？

　　本当の墓地で撮っていると思います。バチあたりな撮影ですが、そこがアメリカン・ニューシネマというべきか。あの当時のあぁいう風体の若者は、ヒッピーと総称されましたが、それに適合するような言葉は今はありませんね。フリーターとヒッピーは、どっちも大きな意味でブラブラしている若者という点では同じなので、もののたとえで言いましたが、社会的にはちょっと違う存在ですね。ヒッピーのほうが、多少は政治的・反体制的なニュアンスがなくもないですし。

6.アメリカ映画なのになんで星条旗を踏みにじるのでしょうか？ 
　　「映画の製作者自身が、アメリカ国民としてアメリカを愛するゆえに、アメリカの社会的問題や矛盾を告発するという製作意図のもとに、星条旗を踏みにじるような描写の映画もある」ということですね。その場面が、アメリカを-星条旗を愛する人々に与えるショックというものを計算したうえでの映画的演出をやっているわけです。やや余談になりますが、映画ではなく、実際の反政府デモなどで、星条旗を燃やすパフォーマンスをした人が逮捕され裁判にかけられるということは時々あり、星条旗を燃やすという行為も表現の自由であって、それはアメリカ人としての基本的人権だから無罪だという人と、いや悪質な反社会的行為で有罪だという人とで激しい議論が交わされてきました。いくつかの裁判では無罪となり、「星条旗はそれに唾する者の人権をも守る」といわれます。例えば、1984年8月に、当時のレーガン大統領の政策に反対して星条旗を燃やしたジョンソンという男性に無罪判決を下した際の理由文には、「当裁判所の本日の判決によって、我々の社会において至極当然に大切に思われている国旗の地位は、強固になるのであって、弱められるのではない。本判決は、国旗が最も表象する自由と包容という原則を、またジョンソンの行なったような批判に対する寛容さをこそ、我々の強さの表れであり、源であるという信念を、再確認するものである。」とされました。このような明解な論理は、たしかに星条旗の地位を高めこそすれ、おとしめるものではないという気がします。ですので、これも余談ですが、私は日の丸や君が代に敬意を表さない人はあまり好きではありませんが、だからといってそういう主張をする人を処罰すること（小学校の卒業式で君が代斉唱の際に起立しない教員を処分することなど）にも賛成
しかねるのです。「日の丸は、それに唾する者の人権をも守る」と私は信じたいわけですが、さて、どうでしょうか…。
7.国旗から兵士が出てくる場面、ほかにもあったような気がしますが、なにか心当たりはありませんか？ 

　　『パットン大戦車軍団』(1970年)では、ばかでかい星条旗の前で、主演（将軍役）のジョージ・C・スコットが大ミエを切る場面が有名ですが、それですかねぇ？ちょっと心当たりはないけれど、ありそうな気はします。『プライベートライアン』では、星条旗が“逆光”で撮影されていて、“国家への忠誠”に対する皮肉な暗喩になっているのが有名ですね。

8.映画名がわかりませんが、学生運動のあの映画のタイトルを知りたい、ぜひ観たい。

　　スチュアート・ハグマン監督『いちご白書』1970年です。カンヌ映画祭審査員特別賞を受賞しています。「いちご白書」とは奇妙なタイトルですが、原作者のジェームズ・クネン自身の学園紛争の体験の小説「The Strawberry Statement」が原題で、その名のとおり「いちご白書」です。当時の日本でも、あの映画は大ヒットし、さらに荒井由実だったころのユーミンがヒット曲「いちご白書をもう一度」を生みました。（最初に歌ってヒットさせたのは“バンバン”）。時をこえて、若者に訴えるテーマの作品だと思いますし、とてもメジャーな映画なので、多くのビデオレンタル店で扱っていると思いますよ。（同じアメリカンニューシネマでも『ソルジャーブルー』などは、見つけにくい映画です）

9.先生はもう一度、アメリカンニューシネマのような動きが起こると思いますか？

アメリカンニューシネマのムーブメントが持っていたパワーや魅力はあの時代独特のもので、そうたやすくは再現されないと思うのですが、あのような自由でリベラルな観点の映画、あるいは反体制的でアナーキーな表現傾向というものは、その後もなんどか動きがあり、また衰え、その後また栄えるというような波や揺り戻しが繰り返されてきたと思います。現代のアメリカ映画は、非常にジャンルが多様で、いろいろな傾向の映画の動きが同時に起こっているのだと思います。『ランボー』や『セイビングジェシカリンチ』のような体制にすり寄ったような傾向の映画と、『華氏911』『不都合な真実』のようなリベラルな主張の映画とが同時に存在し、ともに観客に受け入れられている時代だと思います。

10.『雨に唄えば』（1952）のジーン・ケリーのダンスシーンは、カットなしで撮影されたのですか？あんなに長く踊り続けられるものなのですか？あれは屋内で撮られたものですか？昔の映画の雨は、みんな台風みたいな激しい雨ですが、あれは本当の雨ではないのですか？ 

もちろん、『雨に唄えば』のあのシーンは屋内のセットで、人工の雨です。屋外の場面でも、映画のなかの「雨」の場面というのは、ほとんど人工の雨であることが多いのです。役者が出てきて台詞をしゃべるシーンで雨が降っていたら、95％以上は人工の雨だと思って頂いていいと思います。そのくらい映画撮影は（本当の雨には）弱いので、仕方のないところです。『雨に唄えば』のあのジーン・ケリーの名場面は、数カットで構成されていますが、タップダンスの天才の彼にとって、あの程度の踊りはお茶の子サイサイだったでしょう。ノーカットでもさらっと踊ることができたと思います。もっとも、ジーン・ケリー自身は、あそこで「雨に唄えば」を踊ることには乗り気ではなく、撮影後には風邪をひいてしまったらしいのですが。あのシーンは、見る人全てを幸せにする大変な名場面だと思いますが、それゆえ、お馬鹿・脳天気の代名詞のようにみなされて皮肉られることもあり、スタンリー・キューブリック監督の映画『時計じかけのオレンジ』（1971年）では、この唄が痛烈にグロテスクに用いられて、それはそれで名場面になっていることで有名です。

11.ミュージカル映画にはストーリーってあるのですか？

　ほぼすべてのミュージカル映画に、ちゃんとストーリーがあります。『サウンド・オブ・ミュージック』『ウエスト・サイド・ストーリー』『キャバレー』などなど、ミュージカル映画の傑作には、ストーリーもテーマも素晴らしいものが多いです。多くのミュージカル映画では、普通に台詞を喋るシーンと唄い踊るシーンが交互に構成されますが、『シェルブールの雨傘』のように、全編の全ての台詞が全て歌になっている（普通に喋られる台詞がひとつもない）という映画もあります。

12.日本でミュージカル映画が少ないのはなぜですか？

　『ノンちゃん雲に乗る』（1955年）をはじめ、美空ひばりのシリーズものなど、日本映画にもミュージカル映画といわれるものは少なからず存在します。しかし、いまひとつ名作やヒット作がなく、観客には好まれなかったようです。かわりに、劇中で俳優が歌う映画、いわゆる「歌謡映画」は、昭和20～30年代にたくさん作られ、これにはヒット作がいくつかあり、ミュージカル映画の亜流といえますが、いずれにせよ、ハリウッドのミュージカル映画に匹敵するような日本映画はありませんね。これは国民性の違いとしかいいようがなく、早い話が日本人俳優のミュージカルはサマにならないということなのでしょう。逆にいえば、これからチャレンジしてみる価値はあるかもしれません。2005年に鈴木清順監督が製作した『オペレッタ狸御殿』は、その意味では、ひとつの意欲的なチャレンジだったと言えるかも。
13.最近の戦争映画でミサイルやピストルは全てＣＧですか？実弾が使われることはないのですか？

　アメリカ映画に登場する銃は、いわゆるモデルガンではなく、すべて実物で、それに実弾が混入することのないように、専門の担当者が細心の注意を払って映画に使用しています。いわゆる空砲を使うわけで、それはＣＧではありませんが、近年の映画では、飛んでくる弾丸の表現には、ＣＧが圧倒的に多く使われるようになりました。ミサイルとなると、さすがに本物は使われていないと思いますが、模型やダミー、ＣＧなどが臨機応変に使いわけられています。

14.近年の映画で、映像技術も凄いが、芸術性も高い、という映画にはどんな映画がありますか？

　『タイタニック』（1997年）は、当時の最新ＣＧ技術を用いながら、全体の物語性や文芸性が損なわれていない傑作だと評価されました。ソビエト映画『戦争と平和』（1965-67年）などは、映像の物量が凄いし、芸術的ですね。私は『ベイブ』や『トイストーリー』、最近では『潜水服は蝶の夢を見る』など、技術と芸術性が調和した見事な作品と思います。
15.最近の映画も紹介してほしい。上映までいかなくても、良い映画を教えて欲しい。

　　授業時間はあまりにも有限なので、みなさんに見せたい、紹介したい映画は山ほどありますが、なかなかそうもいかないのが残念です。最後の授業で、私の個人的趣味でベスト100くらいの映画のリストを配らせてもらおうかな。

